
２
日
、
イ
オ
ン
前
で
、
舟
木
け
ん

じ
・
橘
ふ
み
両
市
議
予
定
候
補
、
尾

村
利
成
県
議
、
吉
儀
け
い
こ
、
田
中

は
じ
め
の
両
市
議
が
新
春
街
頭
宣
伝

を
行
い
、
ま
と
も
な
政
治
を
実
現
す

る
年
に
と
訴
え
ま
し
た
。

最
初
に
、
吉
儀
け
い
子
市
議
が
、

「
今
年
は
総
選
挙
の
年
。
政
権
交
代

を
実
現
し
、
希
望
あ
る
政
治
の
実
現

を
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
橘
ふ
み
予
定
候
補
が
、

誰
で
も
が
仕
事
も
家
庭
も
大
切
に
で

き
、
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
が
で
き
る

社
会
の
実
現
を
と
決
意
を
、
舟
木
け

ん
じ
予
定
候
補
が
、
小
学
校
教
員
の

経
験
を
活
か
し
、
ど
の
子
も
輝
く
学

校
教
育
実
現
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
田
中
は
じ
め
市
議
は

「
引
き
続
き
共
産
党
３
議
席
の
力
で
、

原
発
の
な
い
松
江
を
実
現
す
る
年
に
」

と
、
新
年
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
尾
村
県
議
が
、
「
感
染
拡

大
を
防
げ
な
い
菅
政
権
、
し
か
も
突

然
の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
一
律
中
止
で
業
者
は

悲
鳴
を
上
げ
、
経
済
も
回
せ
な
い
。

桜
疑
惑
を
す
べ
て
秘
書
の
責
任
に
す

る
安
倍
・
菅
政
治
に
国
政
を
任
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
」
と
訴
え
、
総
選

挙
で
新
し
い
政
治
を
つ
く
る
た
め
全

力
を
尽
く
す
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

通
り
が
か
り
の
市
民
か
ら
手
を
振

る
な
ど
の
激
励
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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吉
儀
け
い
子
市
議
は
、
12
月
議
会

の
一
般
質
問
で
、
日
立
金
属
売
却
と

三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
の
希
望
退
職

問
題
を
取
り
上
げ
、
松
江
市
経
済
に

与
え
る
影
響
と
、
市
と
し
て
の
対
策

を
質
問
し
ま
し
た
。

山
根
幸
二
産
業
経
済
部
長
は
「
日

立
金
属
安
来
工
場
の
従
業
員
の
う
ち

市
内
在
住
者
は
約
２
９
０
人
、
市
内

関
連
事
業
者
は
、
７
社
は
把
握
し
て

い
る
。
安
来
市
を
は
じ
め
、
関
係
機

関
と
連
携
し
情
報
収
集
及
び
必
要
な

支
援
に
努
め
る
。
三
菱
に
は
、
市
と

し
て
本
社
を
訪
問
し
今
後
の
再
就
職

(1)

新
春
街
頭
宣
伝
で
舟
木
け
ん
じ
・
橘
ふ
み
市
議
予
定
候
補
、

尾
村
利
成
県
議
、
吉
儀
・
田
中
両
市
議
が
訴
え

日本共産党の躍進と

市民と野党の共闘の前進で

まともな政治を実現する年に！

原
発
施
設
巡
視
の
保
安
規
定
違
反
問
題
で
市
長
の
姿
勢
を
問
う

田
中
は
じ
め
市
議
代
表
質
問
②

田
中
は
じ
め
市
議
は
、
12
月
議
会

の
代
表
質
問
で
、
中
国
電
力
と
原
子

力
規
制
庁
の
姿
勢
を
批
判
し
、
「
原

子
力
規
制
委
員
会
の
審
査
に
松
江
の

未
来
を
任
せ
ら
れ
な
い
」
と
市
長
に

迫
り
ま
し
た
。

田
中
市
議
は
、
中
国
電
力
が
、
原

子
炉
建
屋
・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
と
い
う

原
発
の
中
枢
施
設
で
、
保
安
規
定
に

定
め
る
巡
視
を
行
っ
た
と
い
う
証
拠

の
な
い
日
が
あ
る
問
題
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
原
子
力
規
制
庁
に
確
認
し
、

「
保
安
規
定
違
反
だ
が
、
特
段
の
異

常
が
な
か
っ
た
。
事
業
者
の
改
善
が

見
込
め
る
」
か
ら
、
「
監
視
を
続
け

る
」
と
の
回
答
だ
っ
た
と
紹
介
し
、

「
規
制
庁
の
中
電
に
甘
い
姿
勢
が

『
証
拠
は
な
い
が
代
わ
り
の
も
の
が

巡
視
し
た
は
ず
』
と
い
う
報
告
書
を

許
し
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
の
審
査
に

松
江
の
未
来
を
任
せ
ら
れ
な
い
。
再

稼
働
は
認
め
な
い
立
場
に
立
つ
べ
き
」

と
市
長
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

松
浦
正
敬
市
長
は
、
「
原
子
力
規

制
庁
は
、
『
代
わ
り
の
も
の
が
巡
視

し
た
は
ず
』
と
推
定
し
た
日
以
外
の

巡
視
の
際
に
特
段
の
異
常
が
報
告
さ

れ
ず
、
事
業
者
に
よ
り
改
善
が
見
込

ま
れ
る
水
準
と
判
断
し
た
も
の
。
引

き
続
き
原
子
力
規
制
庁
に
厳
正
な
指

導
を
求
め
る
。
こ
の
問
題
と
適
合
性

審
査
合
格
後
の
再
稼
働
の
判
断
と
は

関
連
が
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

田中 肇
市議会議員 訴える橘・舟木市議予定候補、

尾村県議と両市議

日
立
金
属
売
却
・
三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
希
望
退
職
問
題
へ
の
対
応

吉
儀
け
い
子
市
議
の
一
般
質
問
②

支
援
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
両

社
と
も
に
売
り
上
げ
が
大
幅
に
減
少

し
て
お
り
、
市
内
下
請
け
企
業
へ
の

受
発
注
に
も
影
響
が
出
る
も
の
と
考

え
、
今
後
企
業
訪
問
等
に
よ
り
状
況

把
握
す
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

吉
儀
市
議
は
「
今
こ
そ
、
松
江
市

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例

の
出
番
で
あ
る
。
日
立
問
題
は
、
鳥

取
・
島
根
両
県
知
事
、
安
来
・
米
子

両
市
長
と
共
に
、
国
と
本
社
に
出
向

き
、
直
接
働
き
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。

三
菱
問
題
は
、
何
と
し
て
も
本
社
は

東
出
雲
町
内
に
存
続
さ
せ
る
立
場
で

市
と
し
て
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

橘
よ
し
あ
き
市
議
は
12
月
議
会
で
、

中
海
宍
道
湖
の
水
質
改
善
と
漁
業
振

興
問
題
を
取
り
上
げ
、
「
宍
道
湖
で

は
平
成
27
年
度
と
比
較
し
、
令
和
元

年
度
は
悪
化
し
、
県
の
目
標
値
に
も

近
づ
け
な
い
。
中
海
は
、
水
質
が
改

善
さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
環
境
基
準

の
数
値
に
近
づ
く
に
は
一
段
の
努
力

が
必
要
、
現
状
を
ど
う
分
析
し
て
い

る
か
」
「
宍
道
湖
・
中
海
の
漁
業
に

つ
い
て
、
漁
獲
高
の
推
移
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
、
水
質
改
善
に

向
け
て
の
今
後
の
展
望
、
漁
業
振
興

に
向
け
て
の
現
在
の
取
り
組
み
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
」

と
質
問
し
ま
し
た
。
。

高
橋
良
次
環
境
保
全
部
長
は
、

「
宍
道
湖
は
長
期
的
に
み
れ
ば
水
質

は
横
ば
い
、
中
海
は
改
善
傾
向
だ
が

国
の
基
準
に
及
ば
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
で
は
抜
本
的
な
水
質
改

善
対
策
と
な
っ
て
い
な
い
。
関
係
機

関
や
流
域
自
治
体
と
の
連
携
し
た
取

り
組
み
の
強
化
が
必
要
」
と
答
弁
。

山
根
幸
二
産
業
経
済
部
長
は
、

「
宍
道
湖
の
漁
獲
高
は
平
成
十
年
８

０
０
０
ト
ン
弱
が
現
在
は
４
０
０
０

ト
ン
。
中
海
は
平
成
16
年
度
４
０
０

ト
ン
が
令
和
元
年
は
82
ト
ン
と
減
少
。

放
流
事
業
や
あ
さ
り
・
サ
ル
ボ
ウ
貝

の
養
殖
な
ど
支
援
」
と
答
弁
。

橘 祥朗
市議会議員

吉儀 けい子
市議会議員

中
海
宍
道
湖
の
水
質
改
善
と
漁
業
振
興
を

橘
よ
し
あ
き
市
議
の
一
般
質
問
②


